
平成２７年度　事務事業マネジメントシート

Ⅰ　事務事業の目的・内容

Ⅱ　事務事業の実績・現状及び成果を表す指標の動きとコストの状況

Ⅲ　事務事業の評価、今後の方向性及び業務改善　＜※主管課長記入＞

⑴　事務事業についての評価及び今後の方向性

⑵　事務事業の業務改善について
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情報教育推進事業

３節　学び、受け継がれ、進展する流山（教育・文化の充実向上） 主管課 指導課

会計 小事大事
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対象

市内小中学校にコンピュータやインターネットを快適に使用できるように整備をする。

小学校のパソコンについては、買い取り及びリース２種類と複雑な導入になっていた。この
事業により、買い取った古いコンピュータを廃棄し、コンピュータやインターネットを快適
に使用できる環境を整えることができた。

児童生徒の情報活用能力の向上ができる環境を整える。

主管課長佐藤　智子個性を生かす教育環境の基盤充実

名　　称 平成2５年度 平成2６年度 平成2７年度

款

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

市内小中学校児童生徒 意図
事業
目的

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）

デスクトップＰＣ廃棄数 4 3 1 台 ↗↗↗

8 5

平成2６年度

81,900 84,240

台 ↗↗↗0

↗↗↗9 4

84,780

81,900 84,240 84,780

目的に対する現状（客観的事実・データ
に基づく現在の状況や取組状況）

81,900 84,240 84,780

学校にある古い買い取りのコンピュー
タの廃棄が進み、情報活用能力の向上
のための環境整備が図られてきてい
る。平成２８年度からはこの事業を廃
止し、古いコンピュータの廃棄等につ
いては、小学校教育指導運営事業の中
に移行し、引き続き整備を行ってい
く。

平成2５年度 平成2７年度

個別評価 必要性

今後の必要性

市関与の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

古いコンピュータ等の廃棄を行い、情報活用能力の向
上のため、環境を整備することができた。

Ｂ　必要性は変わら
ない

Ａ　市が担うべき

有効性 Ａ　達成できた

Ａ　対象者は適切である

Ａ　削減の余地はない

総合評価 Ⅵ　縮　　　小　（改善ではなく、他の事業との統合又は縮小すべき）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

③取組の
課題

買い取りコンピュータが古くなるが、
校務用パソコンが不足しているため、
継続して使用している現状がある。

④今後の
改善計画

今後も、古い買い取りコンピュータの
廃棄を進め、環境を整える。小学校教
育指導運営事業の中に移行し、引き続
き整備を行っていく。

①今年度
(H27)の
改善計画

②今年度
(H27)に
実施した

取組

ＩＣＴ機器の整備状況を考慮して、廃
棄を進める。

　各校ごとの現状を考慮し、古いコン
ピュータ等の廃棄を進めた。


